
資料３－１ 
山形県地域協調型洋上風力発電研究・検討会議 酒田沿岸域検討部会 

「内水面漁業に係る漁業影響調査及び漁業協調策等検討会議」について 
 
１ 目的 
 山形県酒田市沖で検討されている洋上風力発電の導入に伴う漁業影響調査、漁業協調策・振興策等に
ついて、漁業関係者、有識者、行政関係者らにより検討・議論し、地域としての意見を整理・集約する
ための基礎とする。 
 

２ 検討の視点 
○ 現行漁業への影響・配慮 

・事業実施の配慮事項、漁業影響調査の考え方など 
○ 漁業の協調策・振興策 

・事業者との連携など 
○ その他 

 

３ 検討メンバー 
〇内水面漁業関係者 
 山形県内水面漁業協同組合連合会 代表理事会⻑ 大場 一昭 

 （代理）副会⻑ 後藤 孝之助  →内水面漁業全般 
 最上川第二漁業協同組合 

代表常務理事兼代表理事組合⻑代理 小野 光雄  →最上川水系漁業代表（村山・置賜） 
 丹生川漁業協同組合  代表理事組合⻑ 尾﨑 一成

かずのり
  →最上川水系漁業代表（村山・置賜） 

 小国川漁業協同組合  代表理事組合⻑ 伊藤 欽一  →最上川水系漁業代表（最上） 
 最上漁業協同組合   代表理事組合⻑ 佐藤 久義  →最上川水系漁業代表（最上） 
 両羽漁業協同組合  代表理事組合⻑ 山木 茂   →最上川水系漁業代表（庄内） 
 日向荒瀬漁業協同組合 代表理事組合⻑ 後藤 孝之助 →日向川水系漁業代表 
 赤川漁業協同組合  代表理事組合⻑ ⻑⾕川 幸吉 →赤川水系漁業代表 
 山形県鮭人工孵化事業連合会 会⻑理事    尾形修一郎 →鮭孵化事業全般 
 山形県鮭人工孵化事業連合会 副会⻑理事   伊関 豊  →鮭孵化事業全般 
 日向川鮭漁業生産組合 代表理事組合⻑ 大場 清悦 →日向川水系鮭増殖代表 
 村山市富並川鮭鱒増殖組合  代表理事組合⻑ 阿部 作雄 →最上川水系鮭増殖代表 
 赤川鮭漁業生産組合   代表理事組合⻑ 山田 鉄哉 →赤川水系鮭増殖代表 
 山形県内水面漁業協同組合連合会兼山形県鮭人工孵化事業連合会 

参事 桂 和彦   →内水面振興全般 
〇有識者 
 北海道大学 北極域研究センター 名誉教授 帰山 雅秀  →サケマス類学識経験者 
 水産研究・教育機構水産技術研究所 研究員 中村智幸 →アユ、漁協経営学識経験者 
 合同会社 YUI   代表社員 中野 律       →観光・食文化、内水面漁場管理委員 
 
 
  



〇行政機関 
 酒田市農林水産課⻑ 
 酒田市商工港湾課⻑ 
 県エネルギー政策推進課⻑ 
 県水産振興課⻑ 
 県水産研究所⻑ 
 県内水面水産研究所⻑ 
 県庄内総合支庁水産振興課⻑ 
○オブザーバー：鶴岡市農山漁村振興課水産振興主幹 

遊佐町産業課⻑ 
○事務局：県エネルギー政策推進課、県水産振興課、県内水面水産研究所 
 

４ スケジュール案 
時期 回数 内容 
Ｒ８.２月 第１回 課題整理、漁業関係者の意向確認、有識者助言 
Ｒ８.６月 第２回 前回検討のフォロー、意見交換、有識者助言 
Ｒ８.８月 第３回 とりまとめ、意見交換、有識者助言 ⇒ 全体整理 

注：検討状況により開催回数増の可能性あり。 


